
 

                    

   

  

 

 

 
 

本年 3 月に続き、「プレミアム商品券」を発売しました。この事業は、国の「地域活性化・経済

対策臨時交付金」を受けて、池田町からの助成で实現しました。 

前回同様、商工会、池田、高島の両農協による实行委員会を組織し、实行委員・各部会の協力を

いただき、11 月 29 日(日)に、池田地区(商工会館)、利別地区(西部コミセン)、高島地区(北部コミ

セン)の 3 会場で発売をしました。 

予想通りの反響で、利別地区は午前 10 時、高島地区は 12 時、池田地区も 15 時 45 分には予定数

を完売しました。 

今回は 3 月時の教訓を生かし、販売日、上限のセット数などを変更したこともあり、大きなトラ

ブルもなく、無事に終えることが出来ました。お手伝いいただいた皆さん有難うございました。 

 

       

       販売開始を待つ長蛇の列                  混雑する会場(商工会館) 

  

  プレミアム商品券の換金日は下記のとおりです。いずれも換金時間は午前 9 時 30 分から 12 時

まで、商工会館 2 階で行います。 

  １２月  10 日(終了)、24 日(終了)、29 日(火) 

      １月   7 日(木)、19 日(火)、29 日(金) 

      ２月  10 日(水)、24 日(水) 

      ３月   3 日(水) 

     ※３月３日以降は換金出来ません。ご注意ください。 

 

 



 

 商工会青年部の主催で第 3 回のイルミネーションコンテストが行われました。 

今年は、事業所 9 軒、個人 9 軒の合計 18 軒の応募があり、12 月 17 日青年部による審査が行われ、 

下記の方々が入賞されました。おめでとうございます。また、ご応募いただいた皆様有難うござい 

ました。 

 ᾃ    

  池田町長賞                 村中善一郎 様 

                           

               

                   

                        

                

                                 

*             *      

    *マリー美容室 様    *塩谷 節子 様 

  *池田車両整備工場  様 

        

      池田町長賞(村中様)              池田町商工会長賞(堀内様) 

        

  十勝池田法人会池田地区会長賞(池上様)      池田町ワインスタンプ会長賞(榎本ボデー様) 

        

   池田町商工会青年部長賞(岩浪様)        池田町商工会青年部アイデア賞(石川様) 



  

 

 新春恒例の「第 37 回冬の子供まつり親子たこあげ大会」が商工会青年部、北海道新聞池田支局、

十勝毎日新聞池田支局の主催で開催されます。 

 詳細は下記のとおりです。 

 ■日 時 平成 22 年 1 月 10 日(日)午前 10 時より 

 ■場 所 池田町清見イベント広場 

 ■内 容 たこあげ大会、雪山宝探し、焼肉、 

フランクフルト、ハンバーグ、ホットミルクの 

無料提供等。 

 

 

  新春恒例の第 15 回スタンプまつりが開催されます。 

 ■日 時 平成 22 年 1 月 4 日(月) 10 時～15 時 

 ■場 所 池田町田園ホール 

 ■内 容 三角くじ抽選会、ビンゴゲーム、        

子供向けゲーム、民謡・歌謡ショーなど盛り沢山。 

  詳しい内容は、新聞折込チラシを参考にしてください。 

 

                               昨年のスタンプまつり 

                                

 

平成 22 年、ワイン城の初売は、1 月 3 日です。 

 ■日 時 平成 22 年 1 月 3 日(日) 9 時～14 時 

 ■イベント内容 

  *ホットワイン、ホットグレープジュースの無料提供 

  *秘蔵のワイン 夢の 2,010 円セール(抽選) 

    *福袋の販売 

  *ワインコルクのつかみ取りなどのイベントを实施します。 

  ※イベントの詳しい内容については、新聞折込チラシを参考にしてください。 

  

 

 商工会に新しい会員の方が加わりました。今後とも宜しくお願いいたします。 

 ■カトウ株式会社(帯広市、賛助会員)  10 月より 

 ■山本文人さん(山本鉄工)        12 月より 

 ■佐々木史織さん(WEB デザイナー)    12 月より 

 

 

 

 



  

 十勝池田税務署より、下記のお知らせが来ています。(全文掲載) 

■ 便利な e-Tax を是非ご利用ください！ 

■ e-Tax は、インターネットができるパソコンがあれば、税務署に出かけることなく、国税に関す 

る各種手続(所得税などの申告、全税目の納税及び各種申請・届出等)を自宅などから行うことが 

できます。 

① 国税庁ホームページからの電子申告 

  自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して、e-Tax に送信す 

ることができます。 

 ② 最高 5,000 円の税額控除 

   平成 21 年分の所得税の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内に 

   e-Tax で行うと、所得税額から最高 5,000 円の控除を受けることができます(平成 19 年分又 

は 20 年分の確定申告で本控除を適用された方は、控除できません)。 

 ③ 添付書類を提出省略 

   所得税の確定申告を e-Tax で行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容 

(病院などの名称・支払金額等)を入力して送信することにより、これらの書類の提出又は提 

示を省略することができます(確定申告期限から 3 年間、書類の提出又は提示を求められるこ 

とがあります)。 

 ④ 還付金がスピーディー 

   e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています(3 週間程度に短縮)。 

 ⑤ 24 時間いつでも利用可能 

   所得税の確定申告期間は、24 時間 e-Tax の利用が可能です。 

      この機会に是非 e-Tax をご利用ください！ 

  手続き等の詳しい内容は、e-Tax ホームページ http://www.e-Tax.nta.go.jp をご覧ください。 

 ■ 確定申告に関するお知らせ 

 ■ 平成 21 年分の所得税〔住民税及び個人事業税〕の確定申告の受付は平成 22 年 2 月 16 日(火) 

から始まります。(還付申告の受付は、平成 22 年 1 月から始まります) 

所得税〔住民税及び個人事業税〕の確定申告の受付は平成 22 年 3 月 15 日(月)、消費税及び 

地方消費税(個人事業者)の確定申告の受付は平成 22 年 3 月 31 日(水)までです。 

確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引」などを参考にご自分で作成し、お 

早目に提出してください。 

なお、ご自宅で国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して提出された方 

又は平成20年分の確定申告を税務署などの会場でパソコンを利用して提出された方につきま 

しては、これまで行っていた確定申告書の送付を取り止めることとなりましたので、ご理解 

とご協力をお願いします。 

但し、確定申告書等の取り止めることとなった方のうち、整理番号や予定納税額等をお知ら 

せする必要がある方につきましては、1 月下旬に「お知らせはがき」を送付いたしますので、 

こちらをご覧いただくとともに、税務署等の会場に来場される場合にはご持参いただきます 

ようお願いします。 

また、確定申告書の用紙や手引きは、来年 1 月以降、国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp  

(015- 572- 2171)  

http://www.e-tax.nta/
http://www.nta/
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(F A) 

 

◆◆そうだ京都行こう◆◆ 

 

「そうだ京都行こう」・・・・何ともその気にさせるコピーだ。これは、JR 東海が 1993 年から展開し

ている京都の観光キャンペーンの主たるキャッチコピーで、新幹線を利用して京都へ観光実を呼び込も

うと、1994 年の遷都 1,200 年を記念して始めたのが、今でも続いている。私の好きなコピーのひとつで

ある。 

北海道では、あまり馴染みがないが、JR の東京駅には、四季折々の京都の観光名所を紹介した、ポス

ターが貼られていて、そこに「そうだ京都行こう」の文字がある。それを見るたびに、行きたい衝動に

駆られたことを 2 年間の東京勤務を通して記憶している。 

今年、11 月に京都の紅葉見たさに 5 年ぶりに訪れた。 

同じ紅葉でも北海道とは違い、その鮮やかに目を奪われる。特に、11 月の下旬から 12 月初旬にかけ

ては、見ごろのピークとなる。 

過去に、2 度同じ時期に訪れ、その鮮やかさに心を奪われ、当然の事ながら同じ思いを抱いて行った

が、今年は見事に裏切られた。気候のせいか、本来の鮮やかさに出会えることが出来なかった。「地球

温暖化の影響かもしれない」と地元の人は言っていた。確かに、北海道に居てさえ、昔ほど季節のメリ

ハリが感じられない。それでも、年間 5,000 万人弱の人が京都を訪れる。主な観光施設(寺社など)は、

大なり小なり紅葉を売りにしている。そんなこともあり、どこへ行っても人、人、人・・・・。 

これだけの人が齎す経済効果は計り知れないものがある。 

京都は見どころが沢山ありすぎる。出来れば、一度も行ったことのない場所をと思うが、行きたい場

所は何度行っても行きたい。そんな訳で、いつも限られたところへ行ってしまう。それも世界遺産の宝

庫である京都の魅力の一つかもしれない。 

観光を語るとき、リピーターをいかに増やすかが問題となる。いくら優れた観光施設があっても、「一

度行けばいいや」では、いずれ観光実が途絶えてしまう。「東京ディズニーランド」がそうであるよう

に、常に新しいものを観光実は求める。繰り返し訪れてもらう工夫が必要だ。 

 そう言いながら、京都は新しい施設がどんどん増えている訳ではない。逆に古さと伝統を売りにして

いる。 

矛盾を感じながら、「そうだ 池田行こう」を考えさせられた旅となった。 

(T・O) 
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  29 日 仕事納め 

     

   5 日 第 1 分団出初式                 於  消防署 

   6 日 仕事始め 

 6 日 池田町新年交礼会               於 田園ホール 

   7 日 商工会役員新年顔合わせ会           於 ゆたか 

  10 日 5 丁目地区懇談会               於 とりせい 

  10 日 貸館(池田ワイン友の会)            於 商工会館 
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